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　 「目的」血小板活性化因子 （p正atelet −activating

factor、　PAF ）は強力な生理活性物質 として知 られて

お り、炎症、ア レルギー、呶栓症、循環器 疾患等

に関与して い る と考え られて い る。今回．子宮内

胎仔発育不全 に おけるPAF およびPAF 代謝酵素

（platelet−activating 　factor　acetylhydrolase ，　PAF −AH ）の 役

割を検討する ため、PAFを用い て実験的に 子宮内胎

仔発育不全の 作成 を 試みた。 「方法 」 WiStar系妊娠

ラ ッ トを対照群、 PAF 投与群に分け各々 にVehicle，

PAF （5flmoltk9）を妊娠 16日より5 日間静脈投与 し、経

時的 に 採血 をお こな っ た 。妊娠21日に各 々 の胎仔

数、奇形率．子宮内胎仔死亡率．胎仔重量、胎盤

重量．胎盤の 組織学的変化の検索を行な っ た。

「成績」血 漿PAF −AH 活性は、対照群、　 PAF 投与群

ともに 妊娠経過 と共に非妊娠時に 比較 して 有意な

減少を示 した が 、両群間に有意差は認め られなっ

か た。対照群、PAF 投与群の 聞で 胎仔数、奇形率．

子宮内胎仔死亡擁に 有意な差は認められなか っ た

が、胎仔 重 量、胎盤重量 は、PAF投与群 で 有意 に 低

下 した。胎盤 の 組織学的変化と して PAF 段与群 で 基

底脱落膜に鬱血、出血、血栓形成を、基底脱落膜

と巨細胞層の 問に フ 4 ブ リン樣物質を認め た。さ

らに ．PAF 投与群で は栄養海綿層．胎盤迷路の 虚血

性変化が認められた。 r結論亅妊娠経過 と共にPAF

を 不活性化する能力は低下 する。妊娠時に 何 らか

の原因で PAF が過剰 に産生 された場合、子宮胎盤循

環が障害され、子宮内胎仔発育不全が引き起こ さ

れる 可能性が示唆された。

［目的】IGF は 胎児発育 に おい て 重要 な 成長因子 で

あ り、その 結合蛋白［GFBP はIGFの 生物学的作用

を抑制または促進する機能調節因子 である 。
IGF

、

IGFBP とIUGR との 関連に つ い て 報告 されて い る

が 、胎児急性低酸素症に おける IGF、　 IGHBPの動

態は解 明されて い な い 。 ［方法】妊娠羊12頭 （在胎

110日）を用 い て 慢性実験 モ デル を作成 した 。 母体

へ 8 ％の低濃度酸素投与 に よ り胎仔低酸素症を作

成 し8時間維持 した（hypoxia，　n＝7）。
コ ン トロ

ール

（n ＝ 5）として room 　airを使用 した。胎仔血液ガ ス、

血 中IGF（RIA法）およびIGFBP （Ligand　blot）を実験

開始前2時間、開始後1，4，8　e3間 で 測定 した 。
　IGF ，

IGFBPmRNA （Northem・bl。t）測定の た め胎仔肝 、 腎

を実験終了後ただちに冷凍保存 した 。 ［結果］実験

開始後 8時間 で の hypoxia群の 胎仔 PaO2　14土 3

mmHg ，　PH 　7，26⊥ O．12，　BE −6．6± 5．7 まで controlに

比 べ 有意 に低下した 。
hypoxia群の 血中IGFBP − 1

は有意 に増加（24％，p く0．05）したが 、 血中IGF −1，−II、

IGFBP− 2，−3，−4に変化を認めなか っ た 。
　 hypoxia

群の肝【GFBP −1　mRNA は63 ± 2％（pく O．Ol）と上昇 し、

IGFBP −2　mRNA は27 ± 6％ （P＜ 0．05）と減少した 。 こ

れ らmRNA の 変化率（％）は、血中代謝性 ア シ ドー

シ ス の 程度 と有意 に 相関 した（p＜0．05）。IGFmRN

A および他の IGFBP　mRNA に有意な変化は認めな

か っ た 。 ［結論］急性胎仔低酸素症 に お い て IGFお

よび【GFBP は そ れ ぞ れ違 っ た反応を示 し、血 中 レ

ベ ル で の 明 らか な 変化を来たす前に既に胎仔組織

レベ ル で の 反応を認 め 、 組織 で の 低酸素の 程度 に

影響を受 けて い る 。 【GFBP −1はIGF−1の抑淘1作用が

強 い こ とか ら、 以上 の 変化は胎仔低酸素下 の 胎仔

組織 に おけ るgroWthの 抑制を示唆 し、組織 レベ ル

で の エ ネル ギ
ー動態を知 る うえ で興味深 い 。
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